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社会資本総合整備計画（地区公共施設等整備） 令和3年11月26日

1 地震に強いまちづくり（防災・安全）

令和2年度　～　令和2年度　（1年間）

小豆島町の住民の安全性の確保、防災機能の向上を図り、安全・安心なまちづくりを実現する。

　１．事業効果の発現状況 ：　十分な効果があった

指定避難所において収容不能となる避難者数（106名【R1】から0名【R２】）
指定避難所において収容不能となる避難者数
区域内想定避難者数477人-既存指定避難所収容人数371人＝106人

（R2当初）
指定避難所として、吊り天井の落下により収容不能となる避難者数 目標値： 106 人 0 人

達成値： 0 人 100.0%

Ａ１　市街地整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 R2 R3 R4 R5 R6

1-A-1 都市防災 一般 小豆島町 直接 小豆島町 都市防災総合推進事業 指定避難場所の耐震化 1箇所 小豆島町 37 37 100%

37 37 100%

合計 37 37 100%

Ｂ　関連社会資本整備事業 （該当なし）

事業 地域 交付 直接 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 R2 R3 R4 R5 R6

Ｃ　効果促進事業 （該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 R2 R3 R4 R5 R6

その他関連する事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 R2 R3 R4 R5 R6

合計

要素事業の事業進捗

　　計画通り進捗

２．今後の方針

　　完了

小豆島町池田地区の重要な指定避難所として引き続き活用する

実施事業費
（百万円）

実施事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

実施事業費
（百万円）

小計（市街地整備事業）

実施事業費
（百万円）事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名 全体事業費

（百万円）

Ｃ 百万円

番号 事業者 事業内容・規模等 市町村名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）要素となる事業名(事業箇所）

要素となる事業名(事業箇所）

番号 事業者 事業内容・規模等 市町村名

当初現況値 最終目標値

建築基準法第12条第1項の規定による定期報告で、既存不適格の指摘を受けており、防災上指定避難所として改善の必要がある施設であった。
南海トラフ地震などの巨大地震へ備え、効果的な対策を実施することが出来た。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
達成率 備考

0.00%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

100%

効果促進事業費の割合
0.00%

進捗率
（事業費ベース）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
37百万円 Ａ 37百万円 Ｂ

Ｃ

百万円

（R2末）

事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象 小豆島町

計画の目標

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名 全体事業費
（百万円）

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

実施事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
37百万円 Ａ 37百万円 Ｂ 百万円 百万円

効果促進事業費の割合

交付対象事業
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小豆島町
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位置図

小豆島町農村環境改善センター
（小豆島町池田）
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事業概要①

・天井改修工事設計・監理業務

・天井改修工事

・天井改修工事に係る電気設備工事

・天井改修工事に係る機械設備工事

多目的ホールの天井を吊り天井から耐震天井へ変更

工事に伴う照明器具の更新

工事に伴う制気口の更新
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着工前① 完成①

着工前② 完成②

事業概要②
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③ 着工前（天井鉄骨） ③ 着工後（天井鉄骨）

事業概要②
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